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21
世
紀
に
入
り
、
時
代
は
ま
す
ま
す
早
い

速
度
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
や
高
齢

福
祉
の
課
題
、
女
性
の
社
会
進
出
、
情
報
通

信
網
の
発
達
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
春

日
市
で
も
起
き
て
い
ま
す
。

春
日
市
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
第
４
次
春
日
市
総
合
計
画
を
つ
く

り
、
そ
の
中
で
、
将
来
都
市
像
を
「
輝
き

ふ
れ
あ
い
　
安
ら
ぎ
の
都
市

ま

ち

か
す
が
」
と

決
め
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
て

定
め
た
次
の
三
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
重
点
施
策
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

春日市長
井上　澄和

2001.  5.  1 市報かすが
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人
々
の
交
流
の
中
で
多
彩

な
市
民
の
個
性
が
キ
ラ
リ
と

輝
く
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
活
動
の
推
進

▽
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
計
画
」
を
作

り
、
市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す

ま
た
、
情
報
提
供
や
ま
ち
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
行
い
ま
す

生
涯
学
習
の
充
実

▽
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
組
織
づ
く
り

や
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
結
び
つ
け

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す

人
権
の
尊
重

▽
現
在
作
成
中
の
「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
10
年
春
日
市
行
動
計
画
」
に

基
づ
き
、
講
演
会
、
学
習
会
、
市
民

講
座
を
開
催
し
、
人
権
教
育
を
進
め

ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

▽
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
と
し
て
、

「
女
性
行
動
計
画
」
に
沿
っ
て
、
人

権
意
識
の
定
着
を
目
指
し
、
啓
発
に

努
め
ま
す

教
育
の
充
実

▽
過
大
規
模
校
で
あ
る
春
日
西
小
学
校

と
春
日
小
学
校
の
分
離
新
設
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す

▽
校
舎
の
増
改
築
（
須
玖
小
学
校
の
増

築
、
春
日
西
中
学
校
の
大
規
模
改

造
・
プ
ー
ル
改
修
、
天
神
山
小
学
校

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
を
行
い
ま
す

▽
「
適
応
指
導
教
室
」
や
、
福
祉
ぱ
れ

っ
と
館
と
連
携
し
た
「
こ
と
ば
の
教

室
」
を
開
設
し
ま
す

▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
増

員
し
、
国
際
化
に
対
応
し
ま
す

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
パ
ソ
コ
ン
を
増

設
し
、
情
報
社
会
に
対
応
し
ま
す

▽
中
学
校
給
食
は
、「
特
色
を
生
か
し
た

学
校
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
」と
の
審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
、

検
討
機
関
を
設
置
し
ま
す

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

▽
21
世
紀
を
見
据
え
、
総
合
的
か
つ
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
た
「
文
化
振
興

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
づ
く
り
を
進
め

ま
す

▽
10
周
年
を
迎
え
る
「
弥
生
の
里
児
童

画
大
賞
展
」。
そ
の
受
賞
作
品
を
陶

板
に
焼
き
、
感
動
や
潤
い
を
与
え
る

街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
り
ま
す

▽
「
弥
生
の
里
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
」
や
「
音
楽
家
派
遣
事
業
」
で
、

地
域
に
密
着
し
た
音
楽
普
及
に
努
め

ま
す

▽
「
春
日
市
立
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
整
備
基
金
」
を
創
設
し
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
計
画
的
、
総
合
的
な
整
備

を
進
め
ま
す
　

▽
国
指
定
の
「
須
玖
岡
本
遺
跡
」
や
水

城
跡
に
つ
い
て
、保
存
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
日
拝
塚
古
墳
」
を
整
備
し
、

多
く
の
市
民
が「
学
習
と
憩
い
の
場
」

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す

▽
奴
国

な

こ

く

や
弥
生
時
代
を
連
想
す
る
「
絵

画
展
」
や
「
弥
生
土
器
作
品
展
」
を

行
い
ま
す
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共
生
の
ま
ち
と
し
て
ふ
れ

あ
い
の
中
で
お
互
い
が
お
互

い
を
支
え
合
う
ま
ち
、
ホ
ッ

と
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援

▽
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
主
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
介
護
保
険
へ
移
り
ま
し
た

要
介
護
認
定
の
結
果
、
非
該
当
に
な

っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
ま
す

▽
ナ
ギ
の
木
苑
の「
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
」

を
充
実
さ
せ
ま
す

子
育
て
支
援

▽
新
た
な
保
育
園
の
開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
す

▽
保
育
所
に
お
い
て
午
後
８
時
ま
で
の

２
時
間
延
長
保
育
や
一
時
保
育
を
実

施
し
ま
す

▽
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」
に
つ
い
て
は
、
各
方

面
か
ら
多
く
の
喜
び
の
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
児
童
虐
待
、

青
少
年
の
非
行
な
ど
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
な
家
庭
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
相
互
援
助
活
動
を
進
め

ま
す

▽
療
育
事
業
は
、
医
療
機
関
や
児
童
相

談
所
、
保
健
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
療
育
、
訓
練
の
充

実
を
図
り
ま
す

障
害
者
支
援

▽
「
春
日
市
障
害
者
福
祉
長
期
行
動
計

画
」
を
積
極
的
に
進
め
ま
す

▽
「
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
」
を
障
害
者
福

祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に
運

営
向
上
に
努
め
ま
す

健
康
づ
く
り
支
援

▽
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う

市
民
意
識
の
高
揚
に
向
け
た
普
及
啓

発
を
進
め
ま
す

▽
自
治
会
や
民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し

て
、
食
生
活
改
善
推
進
員
、
ヘ
ル
ス

リ
ー
ダ
ー
、
福
祉
推
進
員
な
ど
の
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
ま
す

環
境
と
の
共
生

▽
「
春
日
市
環
境
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担

し
な
が
ら
、
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
活
用
と
省

資
源
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
へ
の
導
入
の
検
討
を
進
め
、

公
用
車
に
つ
い
て
も
低
燃
費
車
や
低

公
害
車
へ
の
買
い
替
え
を
進
め
ま
す

▽
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
古
紙
等
回
収
報
償

制
度
や
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
容
器
購
入
補

助
制
度
な
ど
を
通
じ
再
資
源
化
を
進

め
ま
す

▽
市
北
部
地
区
（
桜
ヶ
丘
・
日
の
出
地

区
）
の
浸
水
解
消
の
た
め
、
桜
ヶ
丘

第
２
雨
水
幹
線
の
建
設
を
進
め
ま
す

▽
南
部
地
区
の
雨
水
対
策
と
し
て
、
小

倉
第
１
雨
水
幹
線
の
上
流
未
整
備
区

間
の
整
備
を
進
め
ま
す

防
犯
防
災
体
制
の
充
実

▽
交
番
の
早
期
開
設
を
目
指
し
ま
す

▽
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
防
犯
活
動
や

防
犯
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
す

▽
各
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
活
動
を
支
援

し
ま
す

2001.  5.  1 市報かすが
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人
の
輝
き
と
安
ら
ぎ
を
支

え
る
快
適
で
や
さ
し
い
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
実
現
に
向
け
て

土
地
利
用
・
市
街
地
の
整
備

▽
「
春
日
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
沿
っ
て
、
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
進
め
な
が
ら
、
豊
か

で
美
し
い
生
活
空
間
を
作
り
ま
す

▽
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
牽
引

け
ん
い
ん

役

と
な
る
、「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の

制
定
を
検
討
し
ま
す

▽
春
日
原
地
区
の
魅
力
で
あ
る
交
通
の

便
の
よ
さ
と
商
業
施
設
を
生
か
す
た

め
、
市
民
が
集
い
・
憩
い
・
に
ぎ
わ

い
あ
ふ
れ
る
、「
西
鉄
春
日
原
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
行
い
ま
す

交
通
体
系
の
整
備

▽
「
西
鉄
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差
事

業
」
を
進
め
ま
す

▽
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
周
辺
整
備
は
、
筒
井
小

倉
線
高
架
道
路
を
開
通
さ
せ
、
Ｊ
Ｒ

春
日
駅
橋
上
駅
舎
や
自
由
通
路
の
建

設
工
事
を
始
め
ま
す

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
平
成
14
年

度
導
入
に
向
け
て
、
運
行
の
方
法
や

経
路
を
決
め
る
た
め
に
、
市
民
協
議

会
を
設
置
し
ま
す
。

▽
幹
線
道
路
の
整
備
（
春
日
中
央
通
り

の
上
白
水
地
区
か
ら
大
土
居
交
差
点

周
辺
に
か
け
て
の
整
備
、
光
町
交
差

点
改
良
の
事
業
化
）
を
進
め
ま
す

▽
筒
井
小
倉
線
、
長
浜
太
宰
府
線
、
那

珂
川
宇
美
線
お
よ
び
福
岡
筑
紫
野
線

の
各
県
道
に
つ
い
て
は
、
慢
性
化
し

た
交
通
渋
滞
の
早
期
解
消
に
向
け
て
、

県
に
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す

▽
安
全
で
快
適
、
か
つ
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す

憩
い
の
空
間
の
整
備

▽
快
適
な
都
市
生
活
空
間
を
提
供
し
て

い
る
都
市
公
園
の
整
備
や
維
持
補
修

を
行
い
ま
す

▽
大
牟
田
池
自
然
公
園
の
赤
松
林
に
松

く
い
虫
防
除
処
理
を
施
し
ま
す

▽
都
市
緑
地
保
全
地
区
で
あ
る
「
春
日

の
森
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
用

地
の
取
得
を
行
い
ま
す

▽
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
、
歩
道
な

ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

商
工
業
振
興
・
農
業
支
援

▽
「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
に
合
わ
せ
て
、
西
鉄
春

日
原
駅
周
辺
か
ら
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
ま

で
の
区
域
を
中
心
市
街
地
対
象
区

域
と
し
、「
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」
を
つ
く
り
ま
す

▽
市
西
南
部
と
北
部
地
域
の
活
性
化

計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す

▽
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
転
作
を
奨
励

す
る
な
ど
の
農
業
施
策
を
引
き
続

き
支
援
し
ま
す

市
民
と
行
政
が
「
協
働
」
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
行
え
る
環
境
を
作
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
て
、

情
報
を
整
備
し
、
市
民
が
市
役
所
の
情

報
を
使
い
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
請
求
が
な
く
て
も
情
報
を
自

主
的
に
提
供
す
る
「
情
報
提
供
」
を
充

実
さ
せ
、
会
議
や
外
郭
団
体
の
情
報
公

開
も
、
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

計
画
、
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
、
決
定
の

過
程
を
透
明
に
し
、
そ
の
説
明
責
任
も

果
た
し
て
い
き
ま
す
。

今
、
行
政
に
経
営
感
覚
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
を
中
心
に
置
き
な
が

ら
、
市
民
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
市

の
経
営
に
努
め
ま
す
。

近
く
の
市
、
町
と
協
力
し
な
が
ら
、

消
防
、
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
、
火
葬
な
ど

の
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

※

施
政
方
針
の
詳
細
は
、
市
役
所
２

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
と
市
民
図
書

館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
行
政
管
理
室
）

２
経
営

１
協
働

３
広
域
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平
成
13
年
度
の
春
日
市
の
一
般
会
計
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
と
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
な
ど
の
使
い
道
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
も
の
で
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
お
金
が
使
わ
れ
る
の
か
、
春
日
市
の
予
算
を
「
春

日
家
の
家
計
簿
」
に
例
え
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
13
年
度
の
予
算�

義務的経費�

投資的経費�
41億8,200万円�
15.2％�

自主財源�
129億7,200万円�
47.0％�

依存財源�
146億800万円�

53.0％�

その他の経費�
112億7,500万円�

40.8％�

44.0％�
121億2,300万円�

義務的経費�

投資的経費�
41億8,200万円�
15.2％�

自主財源�
129億7,200万円�
47.0％�

依存財源�
146億800万円�

53.0％�

その他の経費�
112億7,500万円�

40.8％�

44.0％�
121億2,300万円�

支
出
は
、
生
活
費
（
義
務
的
経
費
）
・
住
居
設
備
費
（
投
資
的
経
費
）
・

そ
の
他
の
経
費
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

義
務
的
経
費
は
生
活
（
市
の
運
営
）
の
た
め
に
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
費
用
で
す
。
投
資
的
経
費
は
、
将
来
に
残
る
も
の
の
た
め
に
使
う
お

金
で
す
。

投
資
的
経
費
が
多
く
、
義
務
的
経
費
が
少
な
い
ほ
ど
、
健
全
な
家
計
と
い

え
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
の
家
計
で
も
、
支
出
に
占
め
る
生
活
費
の
割
合
が
大
き
い

と
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な
り
、
欲
し
い
も
の
が
買
え
な
か
っ
た

り
、
将
来
に
不
安
を
感
じ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
市
の
予
算
も
同
じ
な
の
で
す

支出�

義務的経費�

投資的経費�
41億8,200万円�
15.2％�

自主財源�
129億7,200万円�
47.0％�

依存財源�
146億800万円�

53.0％�

その他の経費�
112億7,500万円�

40.8％�

44.0％�

投資的経費�
41億8,200万円�
15.2％�

その他の経費�
112億7,500万円�

40.8％�

44.0％�
121億2,300万円�
義務的経費�
121億2,300万円�

義務的経費が少なく、投資
的経費が多いほど、健全な財
政といえます。

生活費（義務的経費）�
　食費（人件費）�
　医療費（扶助費）�
　住宅ローンの返済（公債費）�

121億2，300万円�
43億　200万円�
40億4，900万円�
37億7，200万円�

その他の経費�
　修繕料（維持補修費）�
　友人・知人への援助（補助費など）�
　衣服代（物件費）�
　預金（積立金）�
　町内会会費（投資および出資金）�
　友人への貸し付け（貸付金）�
　子どもへの仕送り（繰出金）�
　へそくり（予備費）�

112億7，500万円�
2億6，800万円�
49億8，600万円�
33億4，500万円�
3億7，900万円�
1億4，500万円�
4億9，500万円�
16億1，600万円�

4，100万円�

住居設備費（投資的経費）�
　家の増改築費（普通建設事業費）�

�41億8，200万円�
41億8，200万円�
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自分で稼ぐお金（自主財源）�
　給与（市税）�
　家賃収入（分担金・負担金、使用料・�
　　　　手数料、財産収入〔運用収入〕）�
　土地売払収入（財産収入〔売払収入〕）�
　お祝い金（寄付金）�
　預金の取り崩し（繰入金）�
　昨年の余り（繰越金）�
　雑収入（諸収入）�

129億7，200万円�
108億4，900万円�

�
8億5，400万円�
3，600万円�
3，800万円�

3億2，900万円�
2億1，000万円�
6億5，600万円�

他人からもらったり、借りたり�
するお金（依存財源）�
　親からの援助金�
　　（国・県補助金、交付税など）�
　銀行からの借入金（市債）�

�
146億800万円�

�
131億　800万円�
15億　　　　円�

春日市には一般会計とは別に国民
健康保険事業や老人保健医療事業な
どの特定の事業を行うための特別会
計があります。
一般会計をお父さん・お母さんと

考えると、特別会計は、独立した子
どもたちと言えます。

子どもたち（特別会計）の予算は
次のとおりです。

国民健康保険事業特別会計
６６億４００万円
老人保健医療事業特別会計
６９億１，９００万円
駐車場事業特別会計
３，１００万円
土地取得事業特別会計
５億５，３００万円
下水道事業会計（企業会計）
収入　３２億１，２００万円
支出　３８億３，８００万円
介護保険事業特別会計
２２億５，１００万円
都市開発資金事業特別会計
１０億４００万円
※ 西鉄春日原駅周辺整備事業のた
め、平成13年度に生まれました。

筑紫地区介護認定審査会事
業特別会計
※ 今年から筑紫野市へ転勤になり
ました。

Ａ太

Ｂ子

Ｃ吉

Ｄ代

Ｅ助

Ｈ美

Ｆ郎

Ｇ江

義務的経費�

投資的経費�
41億8,200万円�
15.2％�

自主財源�
129億7,200万円�
47.0％�

依存財源�
146億800万円�

53.0％�

その他の経費�
112億7,500万円�

40.8％�

44.0％�
121億2,300万円�

収
入
に
は
、
自
主
財
源
と
依
存
財
源
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財
源
と
は
、
自

分
で
働
い
て
得
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
依
存
財
源
と
は
、
他
人
か
ら
も
ら
っ

た
り
借
り
た
り
す
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
春
日
家
の
家
計
は
安
定
し
、
自
由
に
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
市
の
予
算
も
同
じ
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
親
か
ら
の
援
助
金
（
地
方
交
付
税
な
ど
）
は
、
毎
回
必
ず
も

ら
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
銀
行
か
ら
の
借
金
（
市
債
）
は
、
い
ず
れ
返

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

収入�

義務的経費�

投資的経費�
41億8,200万円�
15.2％�

自主財源�
129億7,200万円�
47.0％�

依存財源�
146億800万円�

53.0％�

自主財源�
129億7,200万円�
47.0％�

依存財源�
146億800万円�

53.0％�

その他の経費�
112億7,500万円�

40.8％�

44.0％�
121億2,300万円�

275億8,000万円�

自主財源が多いほど、家計
の自主性と安定性が高いので
すが、残念ながら依存財源が
上まわっています。

春日家から子どもたちへの
仕送りがあるってほんと!?
独立した子どもたちの家計（特

別会計）が少しでも楽になるよう

に、平成13年度は春日家（一般

会計）から、16億1,600万円仕

送りします。
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家
の
増
改
築
（
普
通
建
設
事
業
費
）

な
ど
多
く
の
お
金
が
必
要
で
、
そ
の
年

の
収
入
だ
け
で
は
お
金
が
不
足
す
る
場

合
は
、
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
入
れ
て

い
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
主
な
借
入

▽
春
日
の
森
緑
地
保
全
事
業

１
億
５，

０
０
０
万
円

▽
小
倉
中
央
公
園
整
備
事
業

１
億
８，

５
０
０
万
円

▽
須
玖
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

４，

８
０
０
万
円

▽
春
日
西
中
学
校
校
舎
（
内
部
）
大
規

模
改
造
事
業

２
億
１，

０
０
０
万
円

平
成
13
年
度
末
の
春
日
市
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
借
入
金
（
市

債
現
在
高
）
は
５
９
９
億
４，

３
０
０

万
円
と
な
る
予
定
で
す
。
平
成
12
年
度

末
（
６
０
４
億
３，

１
０
０
万
円
）
と

比
較
す
る
と
、
４
億
８，

８
０
０
万
円

借
入
金
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

借
入
金
の
約
半
分
は
親
か
ら
の
援
助

金
（
交
付
税
）
で
返
済
し
て
い
く
予
定

で
す
。

支
出
か
ら
、
春
日
市
が
今
年
ど
ん
な

こ
と
に
ど
れ
ぐ
ら
い
お
金
を
使
う
の

か
、
主
な
事
業
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

▽
春
日
の
森
緑
地
保
全
事
業

３
億
円
　
　

春
日
の
森
を
保
全
す
る
た
め
に
用

地
を
購
入
し
ま
す
。

▽
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
周
辺
整
備
事
業

３
億
８，

８
０
０
万
円

筒
井
小
倉
線
高
架
道
路
の
利
用
が

始
ま
る
の
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
橋

上
駅
舎
や
自
由
通
路
を
整
備
し
ま
す
。

▽
市
道
１
級
第
１
号
路
線
（
春
日
市
中

央
通
り
）
整
備
事
業

４
億
１
０
０
万
円

交
通
渋
滞
の
解
消
の
た
め
、
大
土

居
下
の
原
線
と
光
町
大
土
居
線
の
整

備
の
た
め
の
用
地
を
購
入
し
ま
す
。

▽
須
玖
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

１
億
５，

５
０
０
万
円

児
童
数
の
増
加
に
よ
る
教
室
数
の

不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
校
舎
増

築
事
業
を
行
い
ま
す
。

▽
春
日
西
中
学
校
施
設
整
備
事
業

３
億
７，

４
０
０
万
円

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
校
舎
の
大

規
模
改
造
と
プ
ー
ル
改
修
事
業
を
行

い
ま
す
。

▽
こ
と
ば
の
教
室
・
適
応
指
導
教
室
事

業２，

４
０
０
万
円

こ
と
ば
な
ど
に
不
安
が
あ
り
、
指

導
を
必
要
と
す
る
児
童
の
た
め
の
「
こ

と
ば
の
教
室
」
と
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
が
学
校
へ
復
帰
で
き
る
た
め
の

「
適
応
指
導
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

▽
春
日
市
立
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

整
備
基
金
積
立
金

１
億
円

古
く
な
っ
た
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
の
た
め
の
基
金
を
創
設

し
ま
す
。

▽
長
時
間
延
長
保
育
促
進
基
盤
整
備
事

業６
０
０
万
円

４
月
か
ら
春
日
原
保
育
所
な
ど
３

か
所
で
、
午
後
８
時
ま
で
の
２
時
間

延
長
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
講
習
会
促

進
事
業

２，

２
０
０
万
円

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
た
め
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

▽
（
仮
称
）
第
12
小
学
校
基
本
調
査
検

討
事
業

３
０
０
万
円

春
日
西
小
学
校
と
春
日
小
学
校
の

分
離
・
新
設
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

し
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

１
０
０
万
円

平
成
14
年
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
開
始
に
向
け
、
協
議

会
を
設
置
し
、
運
行
経
路
、
料
金
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
予
算
書
は
、
市
役
所

２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
図
書

館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
予
算
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
な
ど
は
、
財
政

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
財
政
課
）

住
居
設
備
費
（
投
資
的
経
費
）

そ
の
他
の
経
費

平
成
13
年
度
の
春
日
市
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
２
７
５
億
８，

０
０

０
万
円
。
市
の
運
営
に
は
、
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
お
金
が
必
要
で
す
。

こ
の
お
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。
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浮
羽
町
の
つ
づ
ら
棚
田
な
ど
を
訪
ね
、

里
地
の
役
割
や
都
市
と
農
村
の
連
携
な

ど
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

日
時

６
月
16
日
�

▽
午
前
８
時
30
分
　
市
役
所
集
合

▽
午
後
４
時
　
市
役
所
帰
着
予
定

対
象

市
内
居
住
者

募
集
人
員

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費

５
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
参
加
希
望
」、
返
信
面

に
返
信
先
の
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
５
月
18
日
�
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
す
る

※

応
募
は
、
１
人
１
通
ま
で
と
し
ま

す
。
ペ
ア
で
参
加
す
る
場
合
は
、
１

枚
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
２
人
分

記
入
し
て
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

市
生
活
環
境
組
合
連
合
会
に
よ
る
ガ

レ
ー
ジ
セ
ー
ル
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
あ
な
た
も
掘
り
出

し
物
を
探
し
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時

５
月
６
日
�
（
雨
天
中
止
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
来
客
者
用
駐
車
場
（
原

町
３
―
１
―
５
）

出
店
数

１
１
５
区
画

注
意
事
項

▽
食
品
の
販
売
は
行
い
ま
せ
ん

▽
環
境
保
護
の
た
め
、
徒
歩
、
自
転
車
、

公
共
交
通
機
関
で
来
て
く
だ
さ
い

▽
商
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
盗
難
、

事
故
な
ど
は
、
当
事
者
間
で
解
決
し

て
く
だ
さ
い
。
市
と
市
生
活
環
境
組

合
連
合
会
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
▽
ゴ
ミ
は
各
自
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

春
日
市
の
良
好
な
住
環
境
を
将
来
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
体

験
型
環
境
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
す
。

２
回
目
以
降
の
募
集
は
、
今
後
、
市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

city.kasu
ga.fu

ku
o
ka.jp

/

）
で
行
い

ま
す
。

期
日

８
月
４
日
�

場
所

牛
頸
川
周
辺

募
集

親
子
20
組

※

こ
ど
も
エ
コ
グ
ラ
フ
の
加
入
者
を

優
先
し
ま
す
。

牛
頸
川
に
住
む
生
物
を
採
取
・
観
察

し
て
、
環
境
指
標
を
使
っ
た
水
辺
の
状

況
を
学
び
ま
す

期
日

９
月
15
日
�
〜
16
日
�

場
所

朝
倉
郡
夜
須
町

募
集

親
子
40
人

木
の
音
を
聞
い
た
り
、
落
ち
葉
の
体

を
う
ず
め
た
り
す
る
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

ゲ
ー
ム
。
五
感
を
使
っ
て
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
体
感
し
ま
す
。

※

こ
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
宝

く
じ
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

期
日

11
月
10
日
�

場
所

長
崎
県
内

募
集

市
民
30
人

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
、
新
た
に

期
待
さ
れ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
状

況
を
学
び
ま
す
。

期
日

11
月
11
日
�

場
所

春
日
市
役
所

募
集

自
由
参
加

資
源
循
環
型
社
会
が
成
り
立
つ
た
め

に
必
要
な
、
資
源
の
再
利
用
を
学
び
ま

す
。
秋
の
市
役
所
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
と

同
時
開
催
で
す
。

期
日

平
成
14
年
３
月
９
日
�

場
所

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

募
集

市
民
30
人

資
源
循
環
型
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
、

環
境
技
術
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
べ
き

か
を
、
先
進
事
例
か
ら
学
び
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

し
げ
み
つ

先
方
へ
の
電
話
は
、
５
月
１
日
以
降
に

お
願
い
し
ま
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
女
性
用
衣
料
９
号
▽
ス
カ
ー
ト
、
ブ

ラ
ウ
ス
、
コ
ー
ト
、
ス
カ
ー
フ
な
ど
20

点
▽
２
千
円
▽
林
　

は
や
し
ば
ら

�(

593)

４
９
６
３

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
服
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
パ
ジ

ャ
マ
（
９
号
）
●
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ベ
ビ
ー

バ
ス
チ
ェ
ア
ー
（
お
も
ち
ゃ
付
き
）
▽

ピ
ン
ク
▽
以
上
各
千
円
●
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ベ
ビ
ー
エ
ア
ー
チ
ェ
ア
●
ガ
ラ
ス
テ
ー

ブ
ル
▽
49
㎝
×
49
㎝
▽
以
上
各
五
百
円

●
ヘ
ル
メ
ッ
ト
▽
黒
色
▽
無
料
▽
重
光

�
（
596
）
９
５
９
４

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
希
望
は
》

■
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
（
匿
名

は
不
可
）、
電
話
番
号
、
品
物
名
（
色
、

サ
イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳
し
く
）、
有
料
・

無
料
の
別
（
有
料
の
場
合
は
１
万
円
を

上
限
と
す
る
希
望
価
格
）
な
ど
を
書
い

て
市
役
所
広
報
担
当
に
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。
営

利
目
的
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
品
物
の
引
き
取
り
方
法
や

ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
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今回は、近所の人や児童相談所の関わりから問題の解決へと向かった事例を紹介します。

Ｂ
子
は
４
歳
。
自
分
の
名
前
は
言
え
る
も
の
の
、
住
所
は
ま
だ
言

え
ま
せ
ん
。

早
春
の
ま
だ
寒
い
夜
に
は
だ
し
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
Ｂ
子
を
近

所
の
人
が
見
か
け
、
心
配
し
て
交
番
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
数
時

間
交
番
で
保
護
者
の
迎
え
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
全
く
連
絡
が
な
か

っ
た
た
め
、
Ｂ
子
は
児
童
相
談
所
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。明

け
方
前
に
、
お
母
さ
ん
が
児
童
相
談
所
に
迎
え
に
来
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
夜
仕
事
を
し
て
お
り
、
Ｂ
子
を
一
人
で
家
に
置
い
て
お

く
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。
い
つ
も
Ｂ
子
を
寝
か
し
つ
け
て
か
ら

家
を
出
る
の
で
す
が
、
夜
中
に
目
が
覚
め
た
ら
し
く
、
お
母
さ
ん
を

探
し
に
出
か
け
て
、
そ
の
ま
ま
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

子
ど
も
を
家
に
一
人
で
置
い
て
お
く
の
は
危
険
な
の
で
、
夜
間
の

託
児
所
な
ど
に
預
け
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
ま
し
た
が
、「
考
え
て

は
み
ま
す
が
お
金
が
な
い
の
で
」
と
消
極
的
な
返
事
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
か
月
も
し
な
い
う
ち
に
再
び
Ｂ
子
は
児
童
相
談
所
に

連
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
も
同
じ
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。

お
母
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
と
、
Ｂ
子
は
昼
間
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

寝
る
た
め
、
夜
は
寝
つ
き
が
悪
く
、
ぐ
っ
す
り
と
は
眠
れ
な
い
よ
う

で
す
。
お
母
さ
ん
も
、
昼
間
の
仕
事
に
変
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
あ
る
け
れ
ど
、
収
入
の
点
で
ど
う
し
て
も
夜
の
仕
事
に
な
っ
て
し

ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
夜
間
働
い
て
い
て
も
保
育
所
入
所
の
要
件
を
満
た
す
場

合
が
あ
る
の
で
、
申
し
込
む
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。
昼
間
、
元
気
に

保
育
所
で
過
ご
せ
ば
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
も
、
保
育
所
が
決
ま
れ
ば
昼
間
の
仕
事
に
も
就
き
や
す
い
、

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
前
よ
り
も
乗
り
気
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
偶
然
あ
る
保
育
所
で
Ｂ
子
に
会
い
ま

し
た
。「
お
母
さ
ん
は
昼
の
仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
で
、
夜
の
仕
事

を
や
め
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
よ
う
で
す
が
、
本
当
に
よ
く
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
保
育
士
さ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

u暴力をふるっていなくても、子どもを夜間一人で放置することは、虐待とみなされます。

u子どもへの声かけや見守りが、虐待を回避するきっかけになることがあります。

u児童相談所などに通報するのは、親を告発するためではありません。通報することで、

家族が必要としている援助を提供するきっかけになるのです。

連絡先
▽福岡県中央児童相談所
�（586）００２３

▽春日市こども未来課
家庭児童相談室
�（584）１１１１

会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会
受
講
生
募
集�

「
急
な
残
業
で
保
育
所
に
迎
え
に
い

け
な
い
」「
外
出
す
る
用
事
が
あ
る
け

ど
、
子
ど
も
を
連
れ
て
い
け
な
い
」
な

ど
、
子
育
て
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
頼
り
に
な
る
の

が
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」
で
す
。

こ
の
会
は
、「
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
人
」
と
「
手
伝
っ
て
あ
げ

た
い
人
」
が
相
互
に
援
助
し
あ
う
会
員

組
織
で
す
。

入
会
す
る
に
は
、
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
講
習
会

を
受
け
て
、
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

講
習
会
で
は
、
託
児
も
行
い
ま
す
。

受
講
回
数

▽
ま
か
せ
て
会
員
（
子
育
て
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
人
）

全
６
回
受
講

▽
お
ね
が
い
会
員
（
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
ほ
し
い
人
）

表
の
区
分
２
の
み
を
１
回
受
講

定
員

１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
12
日
�
ま
で
に
、
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
会
員
の
種
類
を
連

絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か

す
が
事
務
局
（
市
こ
ど
も
未
来

課
内
）

�(

584)

７
７
０
０

5(

584)

７
７
３
９

※

こ
ど
も
未
来
課
、
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
各

児
童
セ
ン
タ
ー
に
、
詳
し
い
チ
ラ
シ

を
置
い
て
い
ま
す
。
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春日高等学校

安部
あ べ

萌
もえ

「
私
達
の目指

す
と
こ
ろ
」

他
の
光
に
よ
っ
て
か
が
や
く
、
病
人

の
よ
う
な
あ
お
白
い
顔
の
月
で
あ

る
。』
―
平
塚
ら
い
て
う

明
治
時
代
ご
ろ
に
始
め
ら
れ
た
女
性

差
別
撤
廃
運
動
も
ス
タ
ー
ト
か
ら
九
十

年
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
、

女
性
の
地
位
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

働
く
女
性
が
増
え
、
男
性
も
家
事
を
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
本

当
に
男
女
差
別
は
無
く
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

先
日
、
住
友
電
気
工
業
の
女
性
社
員

が
、
会
社
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
女
性

昇
進
差
別
訴
訟
の
判
決
が
下
っ
た
。
訴

え
に
よ
る
と
、
住
友
電
気
工
業
で
は
、

各
職
場
で
中
心
的
な
業
務
に
携
わ
る
専

門
職
と
、
補
助
的
な
業
務
が
大
半
の
一

般
職
の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
幹
部
候

補
と
さ
れ
る
専
門
職
の
方
が
高
賃
金
。

大
卒
女
性
の
一
部
を
除
い
て
、
女
性
は

一
般
職
と
し
て
採
用
さ
れ
、
専
門
職
へ

の
登
用
や
昇
進
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
と

し
て
い
た
。
し
か
し
、
地
裁
は
「
憲
法

の
趣
旨
に
合
致
し
な
い
。」
と
は
し
た

が
、「
社
会
民
衆
の
守
る
べ
き
秩
序
に

反
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。」

と
し
て
原
告
側
の
請
求
を
完
全
に
棄
却

し
た
。(

西
日
本
新
聞
七
月
三
十
一
日

分
一
部
抜
粋)

こ
の
事
実
を
知
っ
た
時
、
私
は
驚
き

を
隠
せ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
秩
序
に
反
し

て
い
な
い
な
ど
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
。

女
性
の
ど
こ
が
男
性
に
劣
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
確
か
に
、
体
力
・
筋
力
の
面

で
は
、(

一
般
的
に
）
男
性
の
ほ
う
が
勝

っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。
し
か

し
、「
仕
事
」
の
上
で
は
、
男
も
女
も

関
係
な
い
と
思
う
。
仕
事
が
出
来
る
女

性
、
出
来
な
い
男
性
、
そ
の
逆
も
い
る
。

そ
の
人
そ
の
人
個
々
が
い
る
だ
け
だ
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、「
だ
っ
て

私
、
女
ノ
コ
よ
…
。」
と
言
っ
て
責
任

逃
れ
す
る
女
性
や
、「
ど
う
せ
結
婚
し
た

ら
、
仕
事
辞
め
る
し
。」
と
言
っ
て
適

当
に
し
か
仕
事
を
し
な
い
女
性
が
い
る

の
も
事
実
だ
。
思
う
に
、
男
性
が
女
性

を
差
別
す
る
だ
け
で
な
く
、
女
性
自
身

が
、『
女
性=

守
っ
て
も
ら
う
べ
き
存
在
』

と
考
え
て
い
る
の
も
女
性
差
別
で
は
な

い
の
か
。
い
く
ら
回
り
が
「
平
等
、
平

等
」
と
叫
ん
で
も
、
女
性
自
身
が
そ
う

思
っ
て
い
て
は
絶
対
悪
習
は
改
善
さ
れ

な
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
二
十
一
世
紀
、
男
性
が

太
陽
に
な
っ
て
も
、
女
性
が
太
陽
に
な

っ
て
も
、
女
性
が
月
に
な
っ
て
も
、
男

性
が
月
に
な
っ
て
も
い
け
な
い
と
思

う
。
同
じ
太
陽
の
下
、
性
別
を
超
え
、

一
人
一
人
個
々
の
人
間
が
個
性
を
生
か

し
、
生
活
し
て
い
く
の
が
大
切
だ
。
そ

ん
な
理
想
社
会
に
な
る
た
め
に
は
、
多

く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
で
も
前
進
し

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、

き
っ
と
そ
こ
に
到
達
出
来
る
。
―
―
平

塚
ら
い
て
う
が
、
多
く
の
女
性
が
や
っ

て
き
た
よ
う
に
。

（
原
文
の
と
お
り
）

こ
の
作
文
は
、
安
部
さ
ん
が
、
春
日

高
校
１
年
生
の
時
に
書
い
た
も
の
で
す
。

『
元
始
、
女
性
は
実
に
太
陽
で
あ
っ

た
。
真
正
の
人
で
あ
っ
た
。
今
、
女

性
は
月
で
あ
る
。他
に
よ
っ
て
生
き
、

児
童
手
当
と
は
、
小
学
校
入
学
前
の

児
童
（
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
）
を
育
て
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
、
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。６

月
か
ら
、
そ
の
所
得
制
限
が
緩
和

さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
ま
で
、
所
得
制

限
で
こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
も
、
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
手
当
は
、
申
請
月
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
５
月

中
に
申
請
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
請
求

者
名
義
の
預
金
口
座
番
号

※

請
求
者
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、「
所

得
証
明
書
」、「
年
金
加
入
証
明
書
」

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

公
務
員
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来

課
母
子
児
童
担
当

蔵書点検のため、市民図書館は、５
月23日�から６月５日�までお休みし
ます。この期間は、資料の貸し出し、
閲覧はできません。
移動図書館車たんぽぽ号も休みま

す。
本の返却は入り口横の返却ポストで

受け付けます。ご利用ください。
問い合わせ先 市民図書館

�(584)４６４６
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介
護
認
定
審
査
会
関
連
の
業
務
を
行

う
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人
で
、

福
祉
や
医
療
に
関
心
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
精
通
し
た
人

勤
務
条
件

週
４
日
勤
務

▽
認
定
審
査
会
が
あ
る
日
（
月
〜
水
曜

日
）
午
後
１
時
30
分
〜
10
時

▽
認
定
審
査
会
が
な
い
日
（
原
則
金
曜

日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

報
酬

月
額
16
万
７，

４
０
０
円

※
　
社
会
保
険
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
期
間

７
月
１
日
〜
平
成
14
年
３

月
31
日
（
更
新
あ
り
）

募
集
人
員

１
人

申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
余
白
（
別
紙
で

も
可
）
に
応
募
の
動
機
と
介
護

に
つ
い
て
の
意
見
を
書
い
て
、

介
護
認
定
審
査
会
関
連
業
務

嘱
託
職
員
募
集

募
　
集�

５
月
15
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
、

郵
送
す
る

選
考

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
り
決
定

（
面
接
は
５
月
末
ご
ろ
実
施
予

定)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

（
〒
816
―
８
５
０
１
春
日
市
役

所
）

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日
は
、
子

育
て
が
し
や
す
い
環
境
が
春
日
市
内
に

広
が
る
よ
う
に
、
個
人
や
子
育
て
サ
ー

ク
ル
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

主
に
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
誌
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
誌
を
発
行
し
、
交
流
会

や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
ま
た
、

会
の
運
営
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
ス
タ

ッ
フ
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

会
費

個
人
会
員
１，

２
０
０
円

団
体
会
員
１，

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

▽
楮
原

か
じ
わ
ら

�
（
586
）
１
３
２
９

▽
近
藤

こ
ん
ど
う

5
（
595
）
２
４
６
４

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

心
や
さ
し
い
少
年
が
龍
の
子
を
助
け

出
す
、
不
思
議
で
楽
し
い
物
語
で
す
。

親
子
で
一
緒
に
見
ま
せ
ん
か
。

日
時

５
月
20
日
�

①
午
前
10
時
〜
②
午
後
１
時
〜

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ホ
ー
ル
（
大
谷
６
―
24
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�(

575)

４
１
２
１

喫
茶
店
や
お
寺
、
土
蔵
な
ど
の
小
さ

な
美
術
館
を
め
ぐ
り
ま
せ
ん
か
。

期
間

５
月
３
日
�
〜
５
日
�

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場

吉
井
町
内
30
か
所
の
美
術
館

※

吉
井
町
文
化
会
館
（
吉
井
町
１
０

０
１
―
４
）
で
無
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

吉
井
町
観
光
協
会

�
０
９
４
３
７
―
６
―
３
９
８
０

野
外
活
動
場
内
の
星
の
館
（
天
体
観

測
所
）
で
、
星
の
観
望
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

５
月
26
日
�

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

※

天
候
次
第
で
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
―

２
）

対
象

市
内
居
住
者
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

参
加
費

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
０
０
円

募
集
人
員

20
人
程
度
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

５
月
18
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
　

�
（
571
）
３
２
３
４

清
流
と
白
壁
の
町
並
み

筑
後
吉
井
の
小
さ
な
美
術
館
め
ぐ
り

星
の
観
望
会

家
庭
の
日
親
子
無
料
映
画
会

「
エ
ル
マ
ー
の
冒
険
」

イ
ベ
ン
ト�

12

お
知
ら
せ子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

と
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人
と
の
相
互
援
助
活
動
を
行
う
会
員
組

織
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が（
略
し
て
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）」

の
会
員
同
士
の
交
流
会
が
、３
月
25
日
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
大
人
も
童
心
に
帰
っ
て
、
魚
釣

り
ゲ
ー
ム
や
ボ
ー
ル
入
れ
、
人
形
劇
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

平
成
12
年
２
月
の
発
足
以
来
、
フ
ァ

ミ
サ
ポ
の
活
動
は
着
実
に
根
付
き
、
現

在
会
員
は
約
４
５
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、

フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
る
子
育
て
支
援
の
一
環
で
あ
り
、
お

互
い
が
助
け
合
い
、
生
か
し
合
え
る
場

所
で
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
鬼
塚

お
に
づ
か

文
子

ふ

み

こ

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

〜
み
ん
な
で
ひ
ろ
げ
よ
う
家
族
の
輪
〜
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みてみてきいて�

｢ポカポカのお縁でお昼を
していると、べんぷたが、
たぎるごとあつくなるとバ
イ!!｣ 
ふっと方言を口にして、

一人笑いしました｡
学生時代に､バスケの練習

に遅れて､先生から両方のべ
んぷたをたたかれたことな
どを思い出しました｡それは
65年も前のことですが､痛
かったことは今でも忘れま
せん｡
でも今日はお天道

てんとう

さまの
おかげでポカポカとべんぷ
たをあたためていただきま
した。ありがたいことです｡
時には方言を思い出して

もいいでしょうか･･･｡
八十路
や そ じ

のばばの独り言です｡
※　べんぷた＝ほお

ペンネーム 揚湖

方言もなつかしい

パソコン講習にチャイル
ドシート無料レンタル等々､
友人は生活に必要な情報の
収集が早い｡
それにしても､その友人､

共働きの娘さんにかわって
二人のお孫さんの幼稚園の
送り迎え､昼間はパートにも
出ていて毎日忙しいは
ず･･･｡
｢一体どこで情報を仕入れ

るの？｣と尋ねると､なんと
｢市報かすが｣とのこと｡
そう言われて読み返すと､

確かに､募集､地域の催しな
ど､日々の生活に密着した情
報がたくさん載っている｡最
近ミニコミ誌に目を奪われ､
市報をおろそかにしていた
ことを反省した。
これからも､生活にすぐ役

立つ情報満載の「市報かす
が」に期待します！

ねこちゃん

期待しています
ペンネーム

市
国
際
交
流
協
会
の
総
会
に
併
せ
て
、

留
学
生
に
よ
る
ラ
テ
ン
の
踊
り
や
、
胡こ

弓き
ゅ
う

、
馬
頭
琴

ば
と
う
き
ん

の
演
奏
、
軽
食
パ
ー
テ
ィ

ー
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日

６
月
２
日
�

時
間

▽
総
会
　
午
後
２
時
〜

▽
民
族
音
楽
の
つ
ど
い
　
午
後
３
時
〜

会
場

市
役
所
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

今
村

い
ま
む
ら

�
（
595
）
１
５
３
８

や
わ
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
の
で
突

き
指
も
な
く
、だ
れ
で
も
楽
し
め
ま
す
。

期
日

５
月
22
日
〜
７
月
３
日

（
６
月
19
日
を
除
く
毎
週
火
曜

日
　
計
６
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
体
育

室
（
大
谷
６
―
28
）

受
講
料

１，

５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
を
含
む
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
15
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

畑は
た

�
（
582
）
８
７
３
０
（
昼
間
）

�
（
501
）
４
３
０
９
（
夜
間
）

初
め
て
の
人
も
、
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

な
人
も
、
気
軽
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時

５
月
27
日
�

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
　
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場(

大
谷
６
―
28)

種
目

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
短
い

ラ
ケ
ッ
ト
で
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
に
羽

根
が
つ
い
た
シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
）

▽
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
（
ス
ピ
ー
ド
が

遅
く
ラ
リ
ー
が
続
く
）

▽
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
手
や
腕
で
、
羽
根

の
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
う
）

▽
ペ
タ
ン
ク
（
ボ
ー
ル
を
転
が
し
て
目

標
に
近
づ
け
る
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

申
込
方
法

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
５
月

25
日
�
ま
で
に
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�
（
571
）
３
２
３
４

5
（
585
）
１
６
３
４

18
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
、
初

心
者
水
泳
教
室
で
す
。

日
程

６
月
８
日
�
〜
８
月
３
日
�

（
７
月
20
日
�
を
除
く
毎
週
金

曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

定
員

30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

※

結
果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま

す
。

参
加
費

２，

０
０
０
円
（
施
設
使
用

料
金
を
含
む
）

申
込
方
法

５
月
20
日
�
午
後
５
時
ま

で
に
、電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

教
室
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

�
（
915
）
３
５
０
０

5
（
585
）
１
６
３
４

筑
慈
苑

ち
く
じ
え
ん

（
火
葬
場
）
の
周
辺
整
備
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
、
山
家
ス
ポ
ー

ツ
公
園
が
開
園
し
ま
し
た
。

公
園
に
は
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
５
面
）、
弓
道
場
と
管
理
棟
（
多

目
的
ホ
ー
ル
）
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

場
所

筑
紫
野
市
山
家
３
７
４
５
―
12

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
市
社
会
教
育

課�
（
925
）
４
８
０
１

民
族
音
楽
の
つ
ど
い

春
日
市
国
際
交
流
協
会

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
生
募
集

ス
ポ
ー
ツ�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
教
室

初
心
者
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

山
家

や

ま

え

ス
ポ
ー
ツ
公
園
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西
田

に
し
だ

尚
央

な

お

ち
ゃ
ん
（
宝
　
町
）

平
成
11
年
５
月
31
日
生

上
村

う
え
む
ら

未
来

み

く

ち
ゃ
ん（
日
の
出
町
）

平
成
11
年
５
月
２
日
生

丹
山

に
や
ま

結
梨
乃

ゆ

り

の

ち
ゃ
ん（
春
日
原
南
町
）

平
成
11
年
５
月
14
日
生

汐
田

し
お
た

悠
宇

ゆ

う

ち
ゃ
ん
（
光
　
町
）

平
成
12
年
５
月
22
日
生

宮
�

み
や
ざ
き

ま
い
ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
５
月
２
日
生

自
宅
で
家
族
の
介
護
を
行
っ
て
い
る

人
を
対
象
に
、
家
族
介
護
者
教
室
を
行

い
ま
す
。

日
時

５
月
26
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

か
す
が
の
郷
交
流
ゾ
ー
ン
（
塚

原
台
３
―
１
２
９
）

講
師

御
舩

み

ふ

ね

周
子

し
ゅ
う
こ

さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

申
込
方
法

５
月
25
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
の
郷

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

�
（
595
）
８
１
８
８

県
内
に
住
む
肢
体
不
自
由
児
な
ど
を

対
象
と
し
た
療
育
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

進
行
性
筋
萎
縮
症
児
と
そ
の
保

護
者

日
程

８
月
４
日
�
〜
５
日
�
（
１
泊

２
日
）

場
所

国
民
宿
舎
し
か
の
し
ま
苑
（
福

岡
市
東
区
志
賀
島
）

募
集
人
員

30
人

海
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の

在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

８
月
７
日
�
〜
10
日
�
（
３
泊

４
日
）

場
所

県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の

家
」(

宗
像
郡
玄
海
町
神
湊
新
川

町
先
）

募
集
人
員

50
人

山
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の

在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

８
月
25
日
�
〜
27
日
�
（
２
泊

３
日
）

場
所

や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡
夜
須
町

三
ヶ
山
）

募
集
人
員

30
人

※

参
加
者
の
決
定
は
、
医
師
の
診
断

に
よ
り
行
い
ま
す
。
な
お
、
海
・
山

の
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
校
生
で
も
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

５
月
７
日
�
〜
31
日
�

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
肢
体
不
自
由

児
協
会

�
（
584
）
５
７
２
３

身
体
障
害
者
を
対
象
に
、
補
装
具
や

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
会
場
ま
で
巡

回
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
。

日
時

５
月
30
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
　

※

耳
鼻
咽
喉
科
に
つ
い
て
は
、
午
前

中
に
予
備
検
査
を
行
い
、
医
師
の
診

察
は
午
後
か
ら
行
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
午
前
中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、眼
科
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

会
場

県
障
害
者
更
生
相
談
所
（
原
町

３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
）

持
っ
て
来
る
も
の

▽
印
か
ん

▽
身
体
障
害
者
手
帳（
持
っ
て
い
る
人
）

▽
補
装
具
再
交
付
の
場
合
は
、
前
回
交

付
さ
れ
た
補
装
具

※

巡
回
バ
ス
の
利
用
希
望
者
は
、
５

月
25
日
�
ま
で
に
、
市
高
齢
障
害
課

障
害
担
当
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
障
害
担
当

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

５
月
９
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

救
急
患
者
に
対
す
る
応
急
的
診
療
の

み
行
い
ま
す
。

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

持
っ
て
く
る
も
の

保
険
証

歯科医院名�

3日（木）�

4日（金）�

5日（土）�

6日（日）�

河波歯科医院�

早川歯科医院�

さとう歯科医院�

まつざき歯科医院�

あなみ歯科医院�

武石歯科医院�

つくし歯科医院�

野口歯科医院�

大野城市山田�

太宰府市宰府�

那珂川町松木�

太宰府市梅ヶ丘�

大野城市曙町�

筑紫野市二日市本町�

筑紫野市二日市南�

大野城市東大利�

1(５７２)９７７７�

1(９２４)８１４８�

1(９５２)０７５６�

1(９２４)００５７�

1(５８４)８２８７�

1(９２２)３２４４�

1(９２０)５５３３�

1(５７２)３８８８�

所在地� 電話番号�

家
族
介
護
者
教
室

生
活
習
慣
病
と
そ
の
食
事

健
康
・
保
健�

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児

療
育
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

身
体
障
害
者

巡
回
相
談

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

歯
科
休
日
急
患
診
療

子
育
て
教
室

赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
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�　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

みてみてきいて�

介護保険制度が始まって
１年｡私は健康保険組合の仕
事をしており､65歳以上で
何らかの疾患がある方の健
康､食事､日常生活の訪問指
導にあたっています｡
その中には､介護保険サー

ビスを利用している方も
多々おられます｡大変喜んで
おられる方､逆に不満を持っ
ておられる方とさまざまで
す｡
保険料を取られ､お金を払

って気分の悪い思いをする
…｡例えば､ヘルパーさんが
リハビリのつもりで手を貸
さないでいると､対象者には
不親切と思われ､嫌な思いを
するなど､かみ合わない場合
があるとも聞きます｡
知らないお宅を訪問する

ときは､大変気を使います
が､なによりも信頼関係が大
切だと思います｡年をとられ
ても､皆さんプライドを持っ
ておられます｡
私が看護訪間する時は､皆

さん心待ちにしてくださっ
ているので､楽しく仕事をし
ています｡

よしみ

信　頼
ペンネーム

看
護
職
員
の
就
業
促
進
と
、
活
力
あ

る
長
寿
社
会
を
目
指
し
て
、「
看
護
の
日

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

21
世
紀
は
ケ
ア
の
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
看
護
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
６
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
博
多
区
千
代
１
―
17
―
１
）

内
容

▽
看
護
職
員
知
事
表
彰

▽
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表

▽
講
演
会
「
い
・
き
・
い
・
き
・
生
き

る
高
齢
社
会
―
21
世
紀
の
医
学
看
護

―
」

講
師
　
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｍ

ほ

る

む

麻
植

お

え

佳
子

け

い

こ

さ
ん

（
ビ
ジ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
代
表

取
締
役
）

問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
指
導
課
看
護

指
導
係

�
（
643
）
３
２
７
６

手
話
は
聴
覚
障
害
者
の
大
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。

手
話
を
学
ん
で
聴
覚
障
害
者
へ
の
理

解
を
深
め
、
学
ん
だ
手
話
を
生
か
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

期
間

６
月
４
日
�
〜
９
月
７
日
�

（
８
月
10
日
�
と
13
日
�
を
除

く
、
毎
週
月
・
金
曜
日
　
計
25

回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室
（
昇
町
１
―
１
２
０
）

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
受

講
の
際
は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

定
員

40
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

受
講
料

１，

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
（
市
外
の
人

は
勤
務
先
も
）、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
も
）
お
よ
び
受
講
の
動
機
を

記
入
し
、
５
月
18
日
�
ま
で
に

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当
（
〒
816
―
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

長
く
職
場
を
離
れ
て
い
て
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ド

と
エ
ク
セ
ル
の
講
習
で
す
。

日
程

６
月
13
日
�
〜
７
月
18
日
�

（
原
則
毎
週
火
〜
金
曜
日
の
計

21
日
間
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば

る
（
原
町
３
―
１
―
７
）

定
員

20
人
（
面
接
の
う
え
選
考
）

受
講
料

無
料

※
　
教
材
費
は
自
己
負
担
で
す
。

申
込
方
法

５
月
16
、
17
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
就
業

セ
ン
タ
ー

�
（
473
）
６
９
６
１

気
軽
に
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
体
験
教
室
で

す
。

内
容
・
日
時

▽
車
イ
ス
体
験

５
月
22
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

▽
ア
イ
マ
ス
ク
体
験

５
月
23
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

▽
施
設
活
動
体
験

５
月
24
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
お
も
ち
ゃ
図
書
館
体
験

５
月
25
日
�
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

※

１
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

場
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
３

―
１
０
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
（
501
）
１
１
３
６

看
護
の
日
の
つ
ど
い

活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
目
指
し
て

入
門
手
話
講
習
会

受
講
生
募
集

講
　
座�

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
技
術
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習

ミ
ニ
ボ
ラ

初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
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2001.  5.  1 市報かすが

豊
永

と
よ
な
が

知
香

ち

か

ち
ゃ
ん
（
小
　
倉
）

平
成
12
年
５
月
29
日
生

角
田

か
く
た

健
輔

け
ん
す
け

ち
ゃ
ん
（
弥
　
生
）

平
成
10
年
５
月
７
日
生

山
下

や
ま
し
た

可
廉

か
れ
ん

ち
ゃ
ん（
下
白
水
北
）

平
成
12
年
５
月
22
日
生

山
�

や
ま
さ
き

斉
貴

ま
さ
た
か

ち
ゃ
ん
（
小
　
倉
）

平
成
11
年
５
月
28
日
生

市
議
会
議
員
が
、
21
世
紀
の
新
し
い

社
会
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

に
つ
い
て
語
る
、
公
開
討
論
会
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

５
月
19
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

春
日
市
役
所
大
会
議
室

パ
ネ
リ
ス
ト
（
討
論
者
）

▽
古
賀

こ

が

恭
子

き
ょ
う
こ

さ
ん

▽
長
能

な

が

の

文
代

ふ

み

よ

さ
ん

▽
舩
越

ふ
な
こ
し

妙
子

た

え

こ

さ
ん

▽
岩
切

い
わ
き
り

幹み
き

嘉よ
し

さ
ん

▽
藤
井

ふ

じ

い

俊
雄

と

し

お

さ
ん

※
　
い
ず
れ
も
市
議
会
議
員
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
司
会
進
行
）

▽
石
橋

い
し
ば
し

美
恵
子

み

え

こ

さ
ん
（
春
日
市
男
女
共

同
参
画
審
議
会
会
長
）

※

手
話
通
訳
・
託
児
も
有
り
ま
す
。

託
児
希
望
者
は
、
５
月
10
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課
男

女
平
等
推
進
担
当

「
多
言
語
と
国
際
交
流
」
を
テ
ー
マ

に
、
だ
れ
で
も
、
何
か
国
語
で
も
自
然

に
習
得
で
き
る
こ
と
ば
の
環
境
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
12
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目

的
室
Ｂ
（
大
谷
６
―
24
）

講
師

林
野

は
や
し
の

千
恵
子

ち

え

こ

さ
ん(

言
語
交
流

研
究
所
研
究
員)

※

託
児(

一
人
３
０
０
円)

を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
ラ
ブ
　
安
河
内

や
す
こ
う
ち

�
（
583
）
６
８
８
７

自
動
車
税
は
、５
月
31
日
�
ま
で
に
、

お
近
く
の
指
定
金
融
機
関
な
ど
で
納
め

ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
は
、
５
月
初
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
も
し
、
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
県
税
事
務
所
課

税
第
２
課

�
（
513
）
５
５
７
５

子
育
て
、
生
活
面
な
ど
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
の
母
子
家
庭
の
あ
り
方
を
一
緒
に

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

総
会
終
了
後
は
、
昼
食
を
と
り
な
が

ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時

５
月
13
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

春
日
市
役
所
大
会
議
室
（
原
町

３
―
１
―
５
）

※

昼
食
は
会
で
用
意
し
ま
す
。な
お
、

新
規
に
入
会
を
希
望
す
る
人
は
年
会

費
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

５
月
12
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
（
白
水
大
池
公
園

売
店
）

�(

596)

９
９
２
５
（
5
兼
用
）

講
　
演�

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

「
７
か
国
語
で
話
そ
う
」

そ
の
他�

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会

議
員
と
語
る
21
世
紀

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

自
動
車
税
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

５
月
31
日
が
期
限
で
す

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、６月１日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

最
近
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
と
偽

っ
て
、
各
家
庭
を
訪
問
し
、
宅
地
内
の

排
水
管
（
汚
水
管
や
雨
水
管
）
を
洗
管

す
る
よ
う
勧
誘
す
る
業
者
が
出
没
し
て

い
ま
す
。

市
は
、
頼
ま
れ
て
も
い
な
い
の
に
、

一
般
業
者
に
各
家
庭
の
洗
管
業
務
を
依

頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
不
審
な
訪
問
を
受
け
た
と
き

は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
か
、
す
ぐ
に
市

役
所
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
排
水
管
は
、
つ
ま
っ
た
と
き

以
外
は
洗
管
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
万
一
つ
ま
っ
た
場
合
は
、
異
物
の

混
入
や
、
管
の
継
ぎ
目
か
ら
入
り
込
ん

だ
木
の
根
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
時
は
、
お
宅
の
排
水
設
備
工

事
を
行
っ
た
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

下
水
管
の
洗
浄
勧
誘



お
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ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
四
苦
八
苦
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ

り
ま
す
。
四
苦
と
い
う
の
は
、
生

し
ょ
う

・

老ろ
う

・
病

び
ょ
う

・
死し

の
こ
と
で
、
生
き
物
で
あ

れ
ば
み
な
こ
の
四
つ
の
苦
し
み
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
四
苦

の
ほ
か
に
、さ
ら
に
人
間
だ
け
が
持
つ
、

愛
と
か
怨
み
と
か
に
ま
つ
わ
る
四
つ
の

苦
し
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

四
苦
と
四
苦
を
合
わ
せ
て
八
苦
と
い
う

の
だ
そ
う
で
す
。

と
に
か
く
人
間
は
生
き
て
い
る
限
り

苦
し
み
と
出
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
い
く
ら
心
が
け
が
よ
く
て
も
、
ど

ん
な
に
努
力
し
て
も
、
苦
し
み
は
人
の

行
く
手
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
よ
う

に
さ
え
思
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
わ
ざ
は
、

今
で
は
俗
信
と
か
俗
習
な
ど
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
現
在
で
は
す
で
に
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
い
の
で
す

が
、
昔
の
人
た
ち
が
少
し
で
も
苦
し
み

を
避
け
、
幸
せ
を
つ
か
も
う
と
す
る
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

『
七
草
の
ゆ
で
汁
を
爪
に
つ
け
た
り
、

風
呂
に
入
れ
た
り
す
る
と
万
病
に
効

く
』ま

ず
、
昔
の
七
草
の
作
り
方
を
説
明

し
て
お
き
ま
す
。

正
月
の
６
日
に
セ
リ
、
ミ
ツ
バ
、
フ

ツ
（
ヨ
モ
ギ
）、
ノ
ノ
セ
リ
（
ノ
ビ
ル
）、

ヨ
メ
ナ
、
ヒ
ヨ
コ
草
（
ハ
コ
ベ
）、
カ

ツ
オ
菜
、
白
菜
な
ど
、
７
種
類
の
青
物

（
七
草
）
を
と
っ
て
き
て
ゆ
が
い
て
お

き
ま
す
。

そ
の
ゆ
が
い
て
お
い
た
七
草
は
、
７

日
の
朝
、
臼う

す

の
上
に
手
箕

て

み

い

を
の
せ
、
そ

の
上
に
ま
な
板
を
置
き
、
そ
の
ま
な
板

の
上
で
刻
み
ま
す
。
刻
む
と
き
は
必

ず
、”明あ

き
の
方か

た

“
を
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
明
き
の
方
と
い
う
の
は
、

そ
の
年
の
吉
祥

き
っ
し
ょ
う

（
め
で
た
い
し
る
し
）

の
方
位
で
、
今
年
で
あ
れ
ば
真
南
よ
り

少
し
東
側
の
”丙
方

ひ
の
え
の
か
た

“
に
な
り
ま
す
。

次
に
包
丁

ほ
う
ち
ょ
う

と
し
ゃ
も
じ
を
両
手
に
持
っ

て
、
大
き
な
声
で
「
唐
土

と

お

ど

の
鳥
と
日
本

の
鳥
と
渡
ら
ぬ
さ
き
に
七
草
叩た

た

け
ー
」

と
何
度
も
唱
え
な
が
ら
、
包
丁
と
し
ゃ

も
じ
で
交
互
に
七
草
を
叩
き
ま
す
。

叩
き
終
わ
っ
た
七
草
は
、
み
そ
汁
の

中
に
入
れ
ま
す
。
七
草
の
ゆ
で
汁
は
、

ひ
し
ゃ
く
１
杯
だ
け
風
呂
に
入
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
ゆ
で
汁
を
入
れ
た

風
呂

ふ

ろ

に
入
る
ま
で
は
、
そ
の
年
の
爪
は

つ
む
（
切
る
）
も
の
で
は
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
爪
は
年

の
暮
れ
に
き
れ
い
に
切
っ
て
お
き
ま
し

た
。

『
七
草
の
ゆ
が
き
汁
を
家
の
ぐ
る
り
に

ま
い
て
お
く
と
火
事
を
出
さ
な
い
』

風
呂
に
入
れ
た
後
、
残
っ
た
ゆ
で
汁

は
、
ひ
し
ゃ
く
で
家
の
周
り
に
ふ
り
ま

き
ま
し
た
。

『
七
草
が
あ
ま
る
と
田
の
草
が
は
え
る
』

こ
の
日
の
朝
は
、
夏
の
田
の
草
取
り

が
少
し
で
も
楽
に
な
る
よ
う
に
、
家
族

み
ん
な
で
、
残
さ
ず
七
草
汁
を
吸
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
づ
み

ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い

・
縁
起
　
そ
の
１

268

特
別
永
住
者
と
し
て
日
本
に
永
住
し

て
い
る
人
で
、
元
軍
人
か
軍
属
の
人
、

ま
た
は
そ
の
遺
族
に
、
見
舞
金
や
弔
慰

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

▽
昭
和
12
年
７
月
７
日
以
後
の
公
務
傷

病
に
よ
り
、
恩
給
法
や
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
な
ど
の
給
付
を

受
け
た
人
が
い
な
い
場
合
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
昭
和
16
年
12
月
８
日
以
降
に
死
亡
し

た
人
の
遺
族

②
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人

③
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
人

で
、
平
成
13
年
３
月
31
日
以
前
に
死

亡
し
た
人
の
遺
族

支
給
額

▽
重
度
戦
傷
病
者
　
４
０
０
万
円

▽
遺
族
　
２
６
０
万
円

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課
厚
生
担
当

第
二
次
世
界
大
戦
で
、
戦
地
な
ど
で

戦
時
衛
生
勤
務
を
行
っ
た
人
で
、
次
の

す
べ
て
を
満
た
す
人
に
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象

▽
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
も
し

く
は
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

▽
加
算
年
を
含
め
た
勤
務
期
間
が
12
年

未
満
の
人

▽
慰
労
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
人

▽
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室
業
務
担
当

�
03
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

市
報
か
す
が
は
、
毎
月
１
日
と
15
日

に
発
行
し
て
い
ま
す
。

発
行
日
ま
で
に
届
か
な
い
と
き
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

企
画
情
報
課
広
報
担
当

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

元
軍
人
・
軍
属
の
特
別
永
住
者

総
理
大
臣
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
と

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

「
三
な
い
運
動
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

公
職
職
選
挙
法
で
は
、
政
治
家
（
候

補
者
、
候
補
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

者
、
現
職
者
）
が
、
結
婚
披
露
宴
や
葬

式
に
自
ら
出
席
す
る
場
合
の
祝
儀
、
香

典
を
除
き
、
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ
て

も
、
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
逆
に
有
権
者
が
政
治
家
に
対

し
て
寄
附
を
求
め
た
り
、
受
け
取
っ
た

り
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
運
動
が
「
三
な
い

運
動
」
な
の
で
す
。

こ
の
運
動
を
進
め
る
に
は
、
政
治
家

は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
一
人
ひ
と
り
の

理
解
と
自
覚
、そ
し
て
実
際
に
”Ｎ
Ｏ
！
“

と
言
え
る
勇
気
が
必
要
で
す
。

政
治
家
は
寄
附
を
「
贈
ら
な
い
」、

有
権
者
は
寄
附
を
「
求
め
な
い
」「
受

け
取
ら
な
い
」の
三
な
い
運
動
を
進
め
、

お
金
の
か
か
ら
な
い
明
る
く
き
れ
い
な

選
挙
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
春
日
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
）

贈
ら
な
い�

求
め
な
い�

受
け
取
ら
な
い�

みみみみ
んんんん
なななな
でででで
進進進進
めめめめ
よよよよ
うううう

「「「「
三三三三
なななな
いいいい
運運運運
動動動動
」」」」

市
報
が
届
か
な
い
と
き
は

市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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人形劇の大好きなお母さんたちが集まって、平成２年に
結成されたシェイクママンズ。
人形作りから公演まで、全て手作りの人形劇は、子ども
たちに楽しい夢を届けています。
興味がある人、一緒に活動しませんか。

問い合わせ先 光町児童センター　�（501）７０１４その2



春
日
家
族
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道
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春
は
変
化
の
季
節
で
す
。
入
学
、
就

職
な
ど
、
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
人

も
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
▼
プ

ロ
野
球
も
開
幕
し
ま
し
た
が
、
イ
チ
ロ

ー
選
手
と
新
庄
選
手
は
、
新
天
地
で
活

躍
中
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
の
衰
退
を
心

配
す
る
声
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

も
時
代
の
流
れ
。
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
向

か
っ
て
前
進(

後
退
？)

し
て
い
ま
す
▼

市
役
所
も
変
わ
り
ま
し
た
。
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
、
こ
ど
も
未
来
課
が
２
階

に
引
っ
越
し
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
会
議

室
だ
っ
た
場
所
が
取
り
払
わ
れ
た
の
で
、

広
報
の
あ
る
２
階
は
パ
ッ
と
明
る
く
な

り
ま
し
た
▼
日
本
の
社
会
も
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
ま
す
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
も
始
ま
り
ま
し
た
。
マ
イ
ラ
イ
ン
も

い
よ
い
よ
で
す
。
他
に
変
わ
っ
た
所
は

と
調
べ
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
購
入
法
、
遺
伝
子
食

品
の
安
全
審
査
義
務
付
け
、
改
正
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
年
金
支

給
年
齢
引
き
上
げ
、
消
費
者
契
約
法
、

改
正
雇
用
保
険
法
、
改
正
少
年
法
、
改

正
民
事
再
生
法
、
金
融
商
品
販
売
法
、

改
正
預
金
保
険
法
、
電
子
署
名
及
び
認

証
業
務
法
、
情
報
公
開
法
、
公
共
事
業

入
札
適
正
化
法
、
な
ど
な
ど
▼
お
気
付

き
で
し
ょ
う
か
、
市
報
も
５
月
１
日
号

か
ら
紙
面
を
一
新
し
ま
し
た
。感
想
を
、

ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
　
　
　

変
化
の
季
節

問１　①市役所２階
問２　③ちくし女性ホットライン
問３　②野焼き　
問４　②しだれ桜
問５　①ベビーバス
（応募総数　47通）

５月６日に行われるガレージセールの目的は？
①中古車販売
②不用品の有効活用
③消費の拡大

三ない運動とは？
①見ない、言わない、聞かない
②贈らない、求めない、受け取らない
③捨てない、汚さない、散らかさない

ワークショップが行われるのは？
①吉井町美術館
②春日村段々畑
③浮羽町つづら棚田

５月の市役所デリバリーコンサートは？
①クラリネット＆ピアノ
②津軽三味線
③フルート＆ギター

人形劇の大好きなグループは？
①シェイクママンズ
②シェイクパパンズ
③シェイクの意味は握手だよQ

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法／ハガキに①市報の月日号、②クイ
ズの答、③住所、④氏名、⑤電話
番号、⑥市報に関する感想や要望
などを書いて、お送りください。

あて先／〒816－8501春日市役所広報担当
締め切り日／５月20日（必着）
賞品・当選発表／

全問正解者の中から抽選で、10人に
図書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表にか

えさせていただきます。

夜
、
10
時
近
く
、
春
日
西
小
学
校
に
三
々
五
々
保
護
者
が

登
校
し
て
き
ま
す
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
同
校
の
教
師

５
人
を
含
む
総
勢
16
人
。
津
留

つ

ど

め

政
廣

ま

さ

ひ

ろ

校
長
先
生
の
「
気
を
つ

け
て
」
の
こ
と
ば
を
背
に
、
腕
章
を
付
け
懐
中
電
灯
を
手
に

し
た
こ
の
一
団
が
、
暗
闇
の
中
、
校
門
を
抜
け
て
い
き
ま
す
。

同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
っ
て
い
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
出

発
で
す
。

こ
れ
ま
で
だ
れ
に
も
強
制
さ
れ
ず
、
都
合
の
つ
く
保
護
者
と

教
師
が
、
毎
週
土
曜
日
の
夜
に
校
区
内
を
一
巡
。
約
１
時
間

か
け
て
、
徘
徊
す
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
「
声
か
け
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

始
め
て
か
ら
も
う
１
年
と
７

か
月
。
雨
の
日
も
雪
の
日
も
休

む
こ
と
な
く
続
け
て
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
松
尾

ま

つ

お

洋よ

う

一い

ち

元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、「
学
校
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
地
域
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
緊
急
課
題
で
し
た
」

と
、
当
時
を
思
い
返
し
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
事
の
起
こ
り

は
一
昨
年
の
夏
休
み
。
校
庭
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
た
子
ど

も
の
列
に
、
体
育
館
の
渡
り
廊

下
で
夜
通
し
シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ
た
と
思
わ
れ
る
男
女
数
人
が

な
だ
れ
こ
む
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
急
き
ょ
、
学

校
と
警
察
、
保
護
者
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
そ

の
な
か
で
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
自
主
的
に
始
め
た
の
が
、

こ
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

今
で
は
シ
ン
ナ
ー
の
入
っ
た
袋
の
散
乱
も
徘
徊
者
も
め
っ
き

り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
行
く
と
、
と
あ
る
コ

ン
ビ
ニ
の
店
先
で
、
た
む
ろ
す
る
数
人
の
若
者
に
声
か
け
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
君
た
ち
、
も
う
遅
い
よ
。
早
よ
う

●

●

●

、

う
ち
に
帰
ら

●

●

●

●

●

な
よ

●

●

」。
決
し
て
威
圧
的
で
な
く
、
や
さ
し
く
諭

す
よ
う
に
語
り
掛
け
ま
す
。
慎
重
な
が
ら
も
、
思
い
や
り
の

あ
ふ
れ
る
声
か
け
で
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
間
、
緊
急
電
話
連
絡
に
備
え
て
学
校
に
残

る
校
長
先
生
も
「
あ
の
日
以
降
、
子
ど
も
の
安
心
と
安
全
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
シ
ン
ナ
ー
に
蝕
ま

れ
て
い
く
若
者
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

人
権
無
視
と
同
じ
で
す
。
思
い
や
り
の
あ
る
声
か
け
が
彼
ら

に
も
必
要
な
ん
で
す
」。
こ
の
こ
と
ば
に
、
校
長
先
生
の
す
べ

て
の
子
ど
も
に
対
す
る
深
い
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。

幸
い
、
こ
の
日
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
声
か
け
以
外
に
は
何

事
も
な
く
終
了
。

「
来
週
も
ま
た
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気
込
む

現
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
金
堂

か

な

ど

う

孝
義

た

か

よ

し

さ
ん
に
、
義
務
感
は
微
塵
も
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｋ

春日西小PTA夜間パトロール



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

｢ハート館かすが｣が、
小倉２丁目にオープンし
ました。
旧小倉地区公民館を改

築したこの施設には、心
理的な理由などで、登校
したくても登校できない
小・中学生のために、学
校への復帰を目指して援
助、指導を行う｢適応指

４月６日～15日の春の交通安全県民運
動にあわせて、市内でもさまざまな啓発活
動が行われました。
４月６日には、西鉄春日原駅などで、井

上市長らが啓発物品を配りながら歩行者に
交通マナーの向上を呼びかけました。
４月11日には、宝町２丁目付近の道路

にセイフティーステーションを設け、春日
市交通安全指導員と市職員が、ドライバー
に安全運転を呼びかけました。
このほか、筑紫交通安全協会春日支部か

ら市内の新１年生へ、歩行中、ドライバー
の目にとまりやすいようにと、黄色のラン
ドセルカバーが贈られました。
残念ながら、筑紫地区は県内でもっとも

死亡事故の多い地域。
現在、筑紫野警察署なども違反の取

り締まりや市民への啓発に力を入れて
いるところです。
これからの行楽シーズンは、交通事

故も増加しがちです。楽しい行事を台
なしにしないためにも、交通ルールを
しっかり守りましょう。

△交通安全を呼びかける井上市長

v
児
童
を
守
る
、
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
贈
呈

交通事故をなくそう�

導教室（マイスクール）｣があります。
また、ことばに障害をもつ児童の指導を行う｢ことばの教室

（まいるーむ）｣も併設されています。
４月６日に行われた開所式では、河鍋教育長が「指導にあ

たる先生と地域住民、学校が連携しながら、この施設が、
やがて学校に帰っていく子どもたちの“心のよりどころ”
となることを願っています」とあいさつしました。
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●市の人口　１０５,７８３人�
　　　　　（前月比ー256人） �

　　女５３,６６４人　男５２,１１９人�
●世帯数　　40,393世帯�

●転入　1,525人　●出生　79人�

●転出　1,786人　●死亡　45人�

　　　　　　　　　（3月31日現在）�

△心のよりどころになることを願ってオープンしました
（中央が河鍋教育長。手前は指導にあたる先生方）

△「ハート館かすが」に生まれ変わりました
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